
報道資料１ 
令和 5年 6月 27 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

 

第 2 回西脇順三郎賞の作品募集 

  

ノーベル文学賞候補にあがり偉大な詩業を成し遂げた名誉市民 西脇順三郎の名を冠し

た西脇順三郎賞の作品を募集します。現代の詩界を担う詩人の称揚と次代を創る新人の発

掘を図るとともに、西脇順三郎の功績を広く顕彰するため令和 4年に創設され、今回が第 2

回となります。 

 

◆賞の名称／西脇順三郎賞 

◆部門 

○詩集の部：西脇順三郎賞 

○詩篇の部：西脇順三郎賞新人賞 

◆主催／西脇順三郎賞実行委員会 

    【構成メンバー】小千谷市、小千谷市教育委員会、西脇順三郎を偲ぶ会 

◆共催／慶應義塾大学アート・センター 

◆後援／新潟日報社、小千谷新聞社、思潮社 

◆選考委員／野村喜和夫（委員長） 

朝吹亮二、太田昌孝、加藤孝男、小池昌代（委員 50 音順） 

◆賞 

 ○西脇順三郎賞 1 点 賞状及び副賞 300,000 円 

 ○西脇順三郎賞新人賞 1点 賞状及び副賞 30,000 円 

（同奨励賞）2点 賞状及び副賞 10,000 円 

◆募集作品 

○詩集の部：令和 4年 7 月１日～令和 5年 7月 31 日までに刊行された現代詩の 

詩集（表紙・奥付のあるもの） 

○詩篇の部：未発表の自作詩作品 

 ◆募集期間／令和 5年 8月 1 日（火）～10 月 31 日（火）※締切日当日消印有効 

 ◆贈呈式／令和 6年 3 月（予定） 小千谷市内 

 ◆その他 

○応募料は無料、公募とします。  

 ○小千谷市内全小中学校の各１学年（小学 3 年生・中学 1 年生）、総合支援学校の

小・中学部の希望者を対象に作品を募集し「西脇順三郎賞ふるさと賞」を授与し

ます。 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市にぎわい交流課開設準備係 担当／遠藤・高橋（悦）

TEL：0258-82-2724  FAX：0258-82-8915 E-mail：tosyo-y@city.ojiya.niitaga.jp 
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令和 5年 6月 27 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

 

心の健康講演会を開催 

  

日本ではひきこもり状態の人が 100 万人以上いると報告され、社会的な課題にもなっ

ています。 

ひきこもることに対する家族や周囲の理解不足は、本人たちを苦しめることにもつな

がります。ひきこもる人はどのような気持ちで過ごしているのか、周囲はどのように接

したらよいのかを知っていただくための講演会を開催します。 

 

 

◆日時／8月 5日（土）午後 1時 30 時～3時 30 分（受付開始：午後 1 時） 

◆会場／小千谷市総合産業会館サンプラザ 3 階大ホール 

    （城内 1-8-25） 

◆講師／筑波大学教授 斎藤
さいとう

 環
たまき

 氏 （精神科医師） 

◆内容／講演『人はなぜ、ひきこもるのか』 

◆定員／150 名 

◆共催／フォルトネット小千谷（ひきこもる人の家族の会） 

    コスモス会（精神障がい者家族会） 

◆申込／7 月 31 日（月）までに健康・子育て応援課健康増進係に下記申込フォーム

または電話、FAX（氏名・住所・電話番号記入）のいずれかにて申込んでく

ださい。 

◆聴講無料 

 

                  

 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市健康・子育て応援課健康増進係 担当／高野・佐藤（久）

TEL：0258-83-3640  FAX：0258-82-8964 E-mail：kenko@city.ojiya.niigata.jp 

＜申込み二次元コード＞ 



報道資料３ 

■被爆体験伝承講話会 

 ◆日時   7 月 12 日（水）  

【午前の部】開場：午前 9時 30 分 開会：午前 10 時～11 時 30 分 

【午後の部】開場：午後 1時 30 分 開会：午後 2時～3時 30 分 

 ◆会場   市民会館 大ホール（土川 1-3-3） 

◆参加定員 各 50 名  

※各講話会には市内中学校の生徒も参加します。 

 ◆概要   被爆者の高齢化が進み、被爆体験をお話しされる方が少なくなってきて

いる中、被爆者からその体験や平和への思いを受け継ぎ、伝承活動を行

う「被爆体験伝承者」をお招きし、講話会を開催します。 

◆講師   楢原
ならはら

 泰一
やすかず

 様 

◆講師略歴 2009 年から広島平和記念資料館・広島平和記念公園のボランティアガイ

ドとして活動し、2015 年からは広島市被爆体験伝承者として平和学習活

動に携わられています。 

 

■平和を願う折り鶴募集 

 ◆受付期限 7 月 28 日（金） 

 ◆受付窓口 企画政策課企画経営係（市役所 3階） 

 ◆概要   平和を願う折り鶴を募集します。 

       お預かりした折り鶴は広島市と長崎市へお届けし、広島平和記念公園に

ある「原爆の子の像」や長崎市の平和公園に捧げていただきます。 

 

令和 5年 6月 27 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

非核平和推進事業 
被爆体験伝承講話会を開催 

 

小千谷市は、平成 4 年に非核平和都市宣言を行い、核兵器の廃絶と、平和の確立に市

民一人ひとりが努力することを誓いました。 

戦争の悲惨さ、平和の大切さを次世代に伝えるため、被爆体験伝承講話会を開催しま

す。また、小千谷市民の平和の願いを被爆地に届けるため、折り鶴を募集します。 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市企画政策課企画経営係 担当／小林・佐藤 

TEL：0258-83-3507  FAX：0258-83-2789 E-mail：plan@city.ojiya.niigata.jp 
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                             令和 5年 6月 27 日 

 報道機関各位 
新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

頑張るジュニアアスリートの活動を応援します 

令和 5 年度 ジュニアアスリート決定（6 月 1 日決定分） 

小千谷市では、オリンピック・パラリンピック等に出場し、活躍するために頑張る

若手アスリートの活動を応援、支援しています。 

6 月 1 日付で、今年度のジュニアアスリート 2 人が決定しました。 

 

 

■ジュニアアスリート 

 

渡邉
わ た な べ

 琴
こ と

葉
は

さん（十日町高等学校 3 年） 

クロスカントリースキー 

小千谷中学校出身 

活動目標：全国大会入賞、国体出場 

 

 

大橋
お お は し

 蔵人
ま さ と

さん（関根学園高等学校 3 年）

アルペンスキー 

小千谷中学校出身 

活動目標：インターハイ（GS、SL）優勝、国

体優勝、FIS レース（GS、SL）１勝、FIS ポ

イント 30 点台 

 

※今後の追加決定情報は、小千谷市ホームページなどでお知らせします。 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市文化スポーツ課スポーツ振興室 担当／古田島・佐藤 

TEL：0258-83-0077  FAX：0258-83-0078 E-mail：bunkasports-sp@city.ojiya.niigata.jp 


